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1　は　じ　め　に

近年．農業部門でのコンピュータの導入が急速である。

これに伴い，農業試験研究・指導機関を中心にソフトウェ

アも多く開発されているが，その実態は十分に把握されて

いない。このため，頬似のソフトが重複開発されたり，既

存のソフトの開発技術や経験が新たな開発ソフトに生かさ

れていないなどの問題がある。

そこで，東北農業試験場では，1988年に情報関係の研究

会を開催し，地域内のソフトウェア開発の実態を調査・軽

理し，フロッピーディスクで配布した。しかし，この種の

情報は継続的に最新のデータを得られるようにすることが

重要で，この方法の確立が大きな課題である。このために

は定期的な調査だけでは十分でないことから，パソコン通

信を活用した「開発ソフトウェア所在情報の収集・提供シ

ステム」を開発した。本報告ではこのシステムの紹介とそ

の活用法を提唱する。

2　提唱するシステムの概要

従来，データベース（DB）と言えば，大型計算機に構

築されるものとほぼ決まっていた。このようなデータベー

スでは，データベースマネージメントシステム（DBMS）

の選定，データベースの設計．データの収集・更新などの

管理は，システム管理者が一元的に行い，ユーザーは決め

られた方法で情報を引き出すことに限られていた。

これに対して，パソコンの世界でのデータベースは，Ⅰ〕

BMSの選定，盛り込む内容（項目）の取捨選択等がユー

ザー自身に任され，データベース全体を自ら管理して利用

する自由度の高いパーソナルデータベース（PDB）が作

成可能である。このような状況のもとでデータの共有・活

用を図るためには．各ユーザーが各々作るパーソナルデー

タベースのデータを共通の了解のもとで社会的に蓄積した

上位のデータベース化とネットワーク化が重要となる。し

たがって，データの収集・提供とデータベースの利用は関

連はあるが別個のサブシステムと考えることが必要である

（図1）。以上の考えから，本システムではオリジナルデー

タの収集・整理・提供は行うが，データ利用の機能は必要

最小限にして，利用はユーザーに任せることを前掛こした。

本システムで収集するデータは，東北地域内の農業試験

研究機関で開発あるいは開発中のものとしたが－　より情報

の価値を高めるには地域や期間の制限を越えた収集が必要

と考えている。またその内容については－　コンピュータの

大小や機種の違いを問わないものとした。

システム構築は，環境の整ったパソコン（NECI）C

98シリーズ／エプソンPC286シリーズ，MS－Ⅰ〕OS）

とし，このもとで使用する市販ワープロソフト（「一太郎」）

用に調査表を作成した。

調査データの収集・提供は，フロッピーディスクを介し

て行う方法と，パソコン通信を利用する方法を併用してい

るが，前者の方法は経費と時間がかかるため，後者の方法

を標準として対応する。

4　人埋計許機環境ての利11】

8　′1－ソナノし占十か織ネットワークでの利用

図1　データベースの利用形態

3　データベースの概要

現在－　データ件数は，1988年開催の「東北地域農業情報

システム研究会」で調査した59件を基本にし，東北地域以

外で報告されたデータを加えて，全国的な情報に発展させ，

1990年11月現在で総件数339件となっている。

データ項目は，利用する上で必要最小限のものとし，機

関名，ソフトウェアの名称，開発者及び著作権所有者，ソ

フトウエアの概要．必要とするハードウェア及びソフトウェ

ア，外部利用の可否，照会先．備考の8項目とした。

データの提供形式は，印刷の容易な調査表をまとめたワー
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プロ形式とパーソナル・データベースでの利用を想定した

標準テキスト形式の2種類である。後者は，日本語の使え

る計算機であれば媒体・コードの変換は比較的容易であり，

ネットワークを通じて入手すれば変換作業を行う必要はな

い。また，データベースソフトを所有していない，構築作

業を省略して手軽に使いたいという利用者のために専用の

表示ソフトを開発した（図2）。このソフトは，機関名に

よる検索，データの印刷ができ，耐寸のソフトでテキスト

形式のデータを変換して使用する。これらのソフトはフリー

ウェアとしてデータとともに提供する。
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図2　ソフトウェア開発情報表示プログラム（表示例）

4　パソコン通信ネットワークでの収集・提供

パソコン通信を介する方法としては，東北農業試験場の

電子的情報蓄積運動である　ToRII）AS（Tohoku

Regionalinformation and Data Accumulaion Sys

tem　の略）のネットワ，ク「ToRTDAS／NS」を利

用し，「場所開発ソフトウェア所在情報」というコーナー

を設けている。更に，外部提供可能なソフトウェアをこの

システムを通じて提供できるようにすることが次の課題で

ある。また．このネットワークでは，気象データや一般の

パソコン通信で入手できるソフトウェアなど既存のデータ

や外部の有用なソフトウェアの提供も行っているはか．ソ

フトウェアの利用・開発に関する情報の提供，意見交換の

場も設けている（図3）。
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図3　TORIDAS／NS接続画面

5　む　　す　　ぴ

ソフトウェア開発の立ち遅れが目立っ農業部門において

は，既存の手法やノウハウを新たな開発に役立てていく必

要があり，それにはソフトウェア所在情報の蓄積と相互利

用のシステムを確立することが当面の課題として重要であ

る。本報告ではこのデータの蓄積とその相互利用をネット

ワークで実現する方法を開発した。
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